
－ 45 －

日本福祉大学スポーツ科学論集　第 6巻

研究ノート

大学スポーツにおける指導者の変革型リーダーシップ行動と強化指定クラブの
チームレジリエンスの関係についての研究

A Study of the Relationship between Transformational Leadership Behaviors of Leaders 
and Team Resilience of Designated Clubs in College Sports.

千葉　遼１）　　中尾　綾２）　　山本　真史１），３）　　荒木　雅信１），３）

Haruka CHIBA, Aya NAKAO, Shinji YAMAMOTO, Masanobu ARAKI

1）日本福祉大学大学院　スポーツ科学研究科
Nihon Fukushi University Graduate School of Sport Sciences 

2）日本福祉大学　スポーツ科学センター
Nihon Fukushi University Center for Sports Sciences

3）日本福祉大学　スポーツ科学部
Faculty of Sport Sciences, Nihon Fukushi University

Abstract: The relationship between transformational leadership behaviors of leaders in college sports and team 

resilience of designated strengthening clubs was studied. The participants were 83 athletes (female n=37, male 

n=46) who were members of a strengthening club at N University. The questionnaires used in this study were 

the DTLI and the CREST. Results revealed a positive correlation between leaders’ transformational leadership 

behaviors and team resilience. However, since only one university was included in this study, future data sam-

pling should be nationalized to identify specifically what the leadership behaviors of leaders are.
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コーチへの提言やカリキュラム導入に至る過程にお
いて，スポーツ科学及び関連領域の研究や理論を参
照した形跡を確認することは難しい．一方で，国外
においてはコーチの育成を目的に，スポーツ心理学
の理論や実践法がスポーツコーチングにおいて積極
的に導入されている．そのため日本においても，ス
ポーツ心理学を中心とする様々な分野の理論及び実
践を基盤とした，コーチ育成のための知識や技術の
普及が必要である（雨宮・夏原・市村，2020）．
　従来型のリーダーシップとして挙げられるのは，
交換型リーダーシップである（Bass，1998）．フォ

Ⅰ．序論
　近年，スポーツコーチング領域においては，コー
チング推進コンソーシアムによる「グッドコーチに
向けた『7 つの提言』」（文部科学省コーチング推進
コンソーシアム，2015）の提示及び日本体育協会

（2016）によるコーチ育成のための「モデル・コ
ア・カリキュラム」が作成，導入されるなど，新し
い取り組みが見られる．これはコーチによるハラス
メントや暴力事件などを背景として，コーチ育成の
必要性が高まったことに起因する（文部科学省コー
チング推進コンソーシアム，2015）．しかしながら，
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に，環境要素については，リーダーが，自律性を促
進する環境を構築することが，フォロワーの心理社
会的発達に必要であることが示された．
　これまでの先行研究では，変革型リーダーシップ
行動は，フォロワーの心理的成果と正の相関がある
ことが示されている（Callow et al., 2009; Hardy 

et al., 2010; 北川，2020）．心理的成果は，組織の
変革，スポーツパフォーマンス，自己効力感，コ
ミットメント，満足感，援助行動および集団凝集性
である．また，変革型リーダーシップの行動とフォ
ロワーの行動との関係については，いくつかの媒介
要因が存在することが研究により明らかにされてい
る．これらは，内発的動機づけ，信頼，集団効力感
及び集団凝集性を含んでいる．
　自信及び自己効力感は，ビジネスやスポーツな
ど，多くの場面でパフォーマンスの重要な決定要因
であることが示されている．Hardy ら（2010）は，
フォロワーに対する信念の表明，フォロワー自身の
アイデアの奨励，責任の委譲，フォロワーへの高い
パフォーマンスの期待によって，フォロワーの自信
を高めることが，変革型リーダーシップの大きな目
的の 1 つであると主張した． 実際，この主張を一
般的に支持する相関的な証拠が相当量蓄積されてい
る（Callow et al., 2009; Hardy et al., 2010; 北川，
2020）．そこで Hardy らは，過酷な軍事訓練とい
う文脈では，新兵の自信の絶対水準はあまり重要で
はなく，自信が挫折や不確認の経験にどれだけ影響
されるか，すなわち新兵のレジリエンスが重要では
ないかと主張した．変革型リーダーシップの中心的
な考え方の 1 つは，予測不可能で困難なストレス
の多い状況であっても，集団や個人を粘り強く動か
していくことである．また，フォロワーが適切なグ
ループ目標を採用し，それに向かって集団で努力す
るよう促すことは，目標を明確にすることで曖昧さ
を減らすことにもなると Hardy らは主張する．同
様に，ストレスの多い状況下でフォロワーに期待さ
れることをロールモデルとするリーダーも，プレッ
シャーがかかったときや挫折したときに，フォロ
ワーの成功への期待を高める役割を果たすかもしれ
ない，とも主張している．

ロワーの行動と交換に，報酬や罰を提供することに
より，それに続く行動をコントロールするリーダー
シップである．スポーツコーチングにおいては，パ
フォーマンスの結果に応じてハラスメントや体罰を
提供する従来型のリーダーシップから脱し，より適
切なリーダーシップ行動の習得が期待されている．
カナダの著名なスポーツ心理学者である Côté を中
心とする研究者は，変革型リーダーシップにはコー
チの育成を含むコーチング研究に寄与できる大きな
可能性があることを示唆した（Turnnidge & Côté，
2017; 2018）．変革型リーダーシップとは，フォロ
ワーが私利私欲を越えてチームの為に能力を最大限
に発揮できるようにリーダーが情緒的訴求を通じ
フォロワーを鼓舞することである（荒木・小谷，
2019）．組織心理学領域においては，医療機関や軍
事機関，教育機関での研究も進められているが，ス
ポーツにおける変革型リーダーシップ理論の汎用性
を調査する研究は数少ない（Arthur, Bastardoz, & 

Eklund, 2017; Vella, Oades, & Crowe, 2013）．  

　Turnnidge と Côté （2018） は，変革型リーダー
シップがフォロワー（従業員，学生，患者，スポー
ツ選手）の心理社会的発達に影響を与える要素を探
求する為，文献研究を実施した．調査には，2077

の文献の中から 5 つの基準（1．英語表記，2．論
文審査のある専門誌に掲載された研究論文またはレ
ポート，3．リーダーがフォロワーと直接的に関係
した研究，4．架空の研究ではないもの，5．デー
タを提示したもの）を満たした 151 の文献を使用
した．その結果，変革型リーダーシップが個人内，
個人間，環境の 3 つの要素を通してフォロワーの
心理社会的発達に影響することが分かった． 個人
内要素については，フォロワーが，ポジティブな感
情や気分を高め，ネガティブな感情や気分を減らす
ように促すことである．次に，個人間要素について
は，フォロワーが，リーダーとの関係性及びチーム
との関係性についての受容感を変化させることによ
り心理社会的発達が期待できるとしている．リー
ダーとの信頼関係やチームとのつながり（集団凝集
性，チーム学習，コミュニケーション，帰属意識）
に特に影響を及ぼすことができるとしている．最後
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Ⅱ．方法
1. 調査対象者
　本調査では，N 大学の強化指定クラブを対象と
することにした．N 大学には， のべ 100 種類のサー
クルが存在する．その中でも強化指定クラブと呼ば
れる特別強化指定部及び強化支援部は，国際大会・
全国大会出場を目標とするクラブであり，大学より
強化のため特別な支援を受け活動する．したがっ
て，N 大学の強化指定クラブに所属するアスリー
トを対象とすることは妥当であると考える．
　対象者の属性について把握するために年齢，性
別，競技名，競技歴，チーム所属歴，1 日の平均練
習時間，週平均練習日数及び競技レベルについて質
問した．対象者は，N 大学の強化指定クラブに所
属する選手で男女 83 名（女性 n=37， 男性 n=46）
であった．対象者の年齢は，18 歳から 22 歳で平均
年齢 19.5 歳（SD=1.2）であった．競技歴は 4 ヶ月
から 19 年で平均競技歴は 10.3 年（SD=55.5），現
在所属しているクラブへの所属歴は 3 ヶ月から 4

年で平均所属歴 1.6 年（SD=14.7），1 日の練習時
間は 1 時間から 13 時間で平均練習時間は 3.5 時間

（SD=138.4），一週間の練習日数は 3 日から 7 日で
平均練習日数は 5.5 日（SD=0.89）であった．過去 

2 年間に出場した公式試合のうち， 国際レベル 1 名
（1.2%），全国レベル 13 名（15.7%），地区レベル
36 名（43.4%），都道府県レベル 27 名（32.5%）， 

地域レベル 5 名（6.0%），そしてその他 1 名（1.2%）
であった．対象者の所属クラブは，硬式テニス部 7

名（8.4%），サッカー部 12 名（14.5%），アーチェ
リー部 3 名（3.6%），アメリカンフットボール部 2

名（2.4%），硬式野球部 7 名（8.4%），女子ソフト
ボール部 13 名（15.7%），女子バスケットボール部
11 名（13.3%），水泳部 14 名（16.9%），陸上競技
部 14 名（16.9%）であった．
　
2. 測定項目
1）デモグラフィック項目
　対象者の属性について把握するために次の項目を
使用した．個人に関する項目である年齢，性別，競
技名，競技歴，チーム所属歴， 1 日の平均練習時間，

　Morgan ら（2015） は，エリートスポーツを対象
にチームレジリエンスを支える心理社会的プロセス
を探求する研究を行った．その結果，変革型リー
ダーシップがチームレジリエンスのプロセスにおけ
る重要な要素の一つとして出現したことが明らかと
なった．具体的には，イングランドチームが集団で
遭遇した挫折に耐えることができたことに対して，
変革型リーダーシップが有効的だったとされ，特に
初期の段階において，集団でのビジョンの構築，選
手たちに「これまでとは違う考え方をして，これま
でとは違うプレーをしよう」と思わせることに有効
的だったと示している．さらに，チーム学習は，困
難な状況下で必要とされる特定の認知資源を生み出
す，チームレベルの重要なレジリエンスプロセスで
あることも明らかにした．国外におけるチームレジ
リエンス研究においては，レジリエンスを維持・促
進する上で，チームにおける変革型リーダーシップ
とシェアドリーダーシップをより深く理解する必要
性 が あ る こ と を 示 唆 し て い る（Morgan et al，
2015）．
　国内においては，北川（2020）による，変革型
リーダーシップとチームレジリエンスに関する研究
が大学ラグビーチームに所属する大学生アスリート
を対象に実施されている．その結果，指導者の変革
型リーダーシップ行動が選手のチームレジリエンス
に有意に影響することが明らかとされた．この北川

（2020）の研究では，大学ラグビーチームに所属す
る大学生選手に対象を絞っている．しかしながら，
国内において，全国大会に出場経験のある個人競
技・チーム競技に所属する大学生選手を対象とした
変革型リーダーシップとチームレジリエンスに焦点
を当てた研究は存在しない．
　よって，本研究の目的は，変革型リーダーシップ
とチームレジリエンスに焦点を当てた大学スポーツ
における指導者による変革型リーダーシップ行動と
選手のチームレジリエンスの関係性について明らか
にすることである．また，本研究では，監督・ヘッ
ドコーチ（HC）を総称し，指導者と呼ぶこととす
る．
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約 10 分であった．回収率は，17% であった．事前
に対象者所属チームの責任者へ調査実施の承諾を得
た上で，QR コードを配布し調査を実施した．質問
紙調査を Google フォームより Web 上にて回答を
求めた．対象者の倫理的配慮としてアンケートは無
記名で行い，結果は全て数値化し統計処理をするた
め個人が特定されることがないこと，また，監督，
コーチ等チーム関係者に個人のアンケートの結果が
知らされること，調査結果が選手選考に使用される
ことがない旨を伝えた．また，研究への協力は自由
であることを説明した．上記の説明は，書面にて行
い， 同意を得られた対象者へ調査を実施した．

4. 分析方法
　デモグラフィック項目，DTLI 及び CREST につ
い て 記 述 統 計 を 実 施 し た． ま た，DTLI 及 び
CREST について項目分析を行った．指導者の変革
型リーダーシップ行動と選手のチームレジリエンス
の関係を検証するため，DTLI と CREST 間で相関
分析を実施した．以上の統計処理には，SPSS Sta-

tistics27 を用い分析を実施した．

Ⅲ．結果
1. 項目分析
　DTLI の 6 下位尺度全 23 項目及び CREST の 2

下位尺度全 20 項目について項目分析を実施した．
その結果，DTLI 及び CREST の全ての下位尺度に
おいて信頼度αは，基準値（>.70）に達した（表
1）．また，DTLI について，項目間相関が低い IC1

項目（r=.33），HPE1 項目（r=.31）の全 2 項目を
削除せず，23 項目全てをその後の分析に使うこと
とした（表 2，6）．理由は，本研究での調査対象者
の数が 83 名と少ない為である．また，CREST に
ついても，項目間相関が低い RS1 項目（r=.26）の
全 1 項目を削除せず，20 項目全てをその後の分析
に使うこととした（表 8）．理由は，前述と同様で
ある．なお，指導者の変革型リーダーシップ行動に
関して調査した DTLI 下位尺度項目ごとの平均値，
標準偏差，項目間相関係数及び項目削除後α係数を
表 2 から表 7 に示した．選手のチームレジリエン

週平均練習日数及び競技レベルを使用した．
2）質問紙

（1）Differentiated Transformational Leadership 

Inventory（DTLI; 以下 DTLI と略す）日本語版
　本尺度は，指導者の変革型リーダーシップ行動に
ついてのアスリートの認知を全 27 項目 7 下位尺度
より用い，測る尺度である．下位尺度及び項目数
は，個々への配慮（Individual Consideration; IC）
4 項目，モチベーションの鼓舞（Inspirational Mo-

tivation; IM）4 項目，思考力への刺激（Intellectu-

al Stimulation; IS）4 項目，グループ目標受入・
チ ー ム ワ ー ク の 促 進（Fostering Acceptance of 

Group Goals and Promoting Teamwork; AGG）3

項目，優れたパフォーマンスへの期待（High Per-

formance Expectations; HPE）4 項目及び適切な
ロールモデル（Appropriate Role Model; ARM）4

項目である．各項目についてのライカートスケール
は，1（全くあてはまらない） から 5（よくあては
まる）点で回答を得た．なお，本調査では変革型
リーダーシップ行動に関する 6 下位尺度，23 項目
を使用した．

（2） The Characteristics of Resilience in sports 

Teams Inventory（CREST; 以下 CREST と略す） 

日本語版
　本尺度は，チームレジリエンスについて測る尺度
である．全 20 項目 2 下位尺度で構成される．下位
尺度及び項目数は，レジリエントな特徴の発揮（to 

display resilient characteristics; RS）12 項目，プ
レッシャー下における脆弱性（the vulnerability 

being displayed under pressure; VUP）8 項 目 で
ある．回答は，対象者が過去 1 か月間でチームが
プレッシャーを受けた際のチーム状況について 1

（全くあてはまらない） から 7（とてもあてはまる）
点のライカートスケールで回答した．

3. 手続き
　調査は， 新型コロナウイルス感染予防を考慮し，
Google フォームでの Web 質問紙調査により実施し
た．調査期間は，2021 年 9 月 6 日（月）から 9 月
19 日（日）に実施し，Web 質問紙への回答時間は
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スに関して調査をした CREST 下位尺度項目ごとの
平均値，標準偏差，項目間相関係数及び項目削除後
α係数を表 8，9 に示した．指導者の変革型リー
ダーシップ行動に関して調査をした DTLI の記述統

計量を表 10 に示した．選手のチームレジリエンス
に関して調査をした CREST の記述統計量を表 11

に示した．　 千
葉
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1. IC 個々への配慮 

2. IM モチベーションへの⿎舞 

3. IS 思考⼒への刺激 

4. AGG グループ⽬標の受け⼊れ・ 
チームワークの促進 

5. HPE 優れたパフォーマンスの期待 

6. ARM 適切なロールモデル 

7. RS レジリエントな特徴の発揮 

8. VUP プレッシャー下における脆弱性 

表 1 DTLI, 及び CREST の平均値, 標準偏差, 下位尺度信頼度, スケール, 相関係数 

相関係数: *p <.05; **p <.01. 
SD : Standard deviation. 

千葉 遼, 中尾 綾, ⼭本 真史, 荒⽊ 雅信 

表 2. IC の平均値、標準偏差、項⽬間相関係数、及び項⽬削除後α係数 
 Mean SD 項⽬間相関係数 項⽬削除後α係数 
IC1 3.39 1.11 .71 .70 
IC7 3.41 1.2 .33 .88 
IC13 3.39 1.14 .72 .69 
IC19 3.35 1.14 .72 .69 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1　DTLI，及び CREST の平均値，標準偏差，下位尺度信頼度，スケール，相関係数

表 2　IC の平均値，標準偏差，項目間相関係数，及び項目削除後α係数

千葉 遼, 中尾 綾, ⼭本 真史, 荒⽊ 雅信 

表 3. IM の平均値、標準偏差、項⽬間相関係数、及び項⽬削除後α係数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Mean SD 項⽬間相関係数 項⽬削除後α係数 
IM2 3.4 1.05 .70 .69 
IM8 3.07 .97 .46 .80 
IM14 3.40 1.02 .72 .68 
IM20 3.7 1.06 .53 .77 

表 3　IMの平均値，標準偏差，項目間相関係数，及び項目削除後α係数
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千葉 遼, 中尾 綾, ⼭本 真史, 荒⽊ 雅信 

表 4. IS の平均値、標準偏差、項⽬間相関係数、及び項⽬削除後α係数 
 Mean SD 項⽬間相関係数 項⽬削除後α係数 
IS3 3.37 1.19 .78 .89 
IS9 3.34 1.10 .80 .88 
IS15 3.28 1.09 .82 .87 
IS21 3.45 1.06 .78 .89 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千葉 遼, 中尾 綾, ⼭本 真史, 荒⽊ 雅信 

表 6. HPE の平均値、標準偏差、項⽬間相関係数、及び項⽬削除後α係数 
 Mean SD 項⽬間相関係数 項⽬削除後α係数 
HPE5 2.81 1.10 .31 .79 
HPE11 3.90 0.89 .51 .66 
HPE17 3.55 1.00 .60 .61 
HPE22 3.73 0.93 .68 .56 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千葉 遼, 中尾 綾, ⼭本 真史, 荒⽊ 雅信 

表 5. AGG の平均値、標準偏差、項⽬間相関係数、及び項⽬削除後α係数 
 Mean SD 項⽬間相関係数 項⽬削除後α係数 
AGG4 3.48 1.10 .80 .84 
AGG10 3.67 1.06 .77 .86 
AGG16 3.58 1.05 .80 .84 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 4　IS の平均値，標準偏差，項目間相関係数，及び項目削除後α係数

表 6　HPE の平均値，標準偏差，項目間相関係数，及び項目削除後α係数

表 5　AGGの平均値，標準偏差，項目間相関係数，及び項目削除後α係数

千葉 遼, 中尾 綾, ⼭本 真史, 荒⽊ 雅信 

表 7. ARM の平均値、標準偏差、項⽬間相関係数、及び項⽬削除後α係数 
 Mean SD 項⽬間相関係数 項⽬削除後α係数 
ARM6 3.05 1.06 .78 .92 
ARM12 3.45 1.19 .83 .90 
ARM18 3.17 1,20 .91 .88 
ARM23 3.01 1.17 .80 .92 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 7　ARMの平均値，標準偏差，項目間相関係数，及び項目削除後α係数

千葉 遼, 中尾 綾, ⼭本 真史, 荒⽊ 雅信 

表 8. RS の平均値、標準偏差、項⽬間相関係数、及び項⽬削除後α係数 
 Mean SD 項⽬間相関係数 項⽬削除後α係数 
RS1 4.48 1.30 .26 .90 
RS3 5.06 1.16 .56 .88 
RS5 5.07 1.27 .57 .88 
RS7 4.88 1.33 .70 .88 
RS9 4.95 1.20 .76 .87 
RS10 5.06 1.20 .65 .88 
RS12 4.43 1.32 .70 .88 
RS14 4.60 1.32 .63 .88 
RS16 4.51 1.26 .53 .89 
RS17 4.63 1.18 .67 .88 
RS18 4.40 1.16 .59 .88 
RS20 4.67 1.18 .58 .88 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 8　RS の平均値，標準偏差，項目間相関係数，及び項目削除後α係数
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千葉 遼, 中尾 綾, ⼭本 真史, 荒⽊ 雅信 

表 9. VUP の平均値、標準偏差、項⽬間相関係数、及び項⽬削除後α係数 
 Mean SD 項⽬間相関係数 項⽬削除後α係数 
VUP2 3.45 1.48 .45 .85 
VUP4 3.28 1.39 .57 .83 
VUP6 2.83 1.36 .58 .83 
VUP8 2.81 1.31 .69 .82 
VUP11 2.76 1.44 .66 .82 
VUP13 2.61 1.55 .56 .83 
VUP15 3.17 1.51 .57 .83 
VUP19 3.42 1.48 .60 .83 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 9　VUP の平均値，標準偏差，項目間相関係数，及び項目削除後α係数

千葉 遼, 中尾 綾, ⼭本 真史, 荒⽊ 雅信 

表 10. DTLI の記述統計量 
 項⽬数 Mean SD 
IC 個々への配慮 
IM モチベーションへ

の⿎舞 

4 
4 

3.38 
3.39 

.91 

.80 

IS 思考⼒への刺激 4 3.36 .98 
AGG グループ⽬標の

受 け ⼊ れ の 促
進・チームワー
クの促進 

3 3.58 .97 

HPE 優れたパフォー
マンスへの期待 

4 3.50 .73 

ARM 適切なロールモ 
デル 

4 3.17 1.05 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千葉 遼, 中尾 綾, ⼭本 真史, 荒⽊ 雅信 

表 11. CREST の記述統計量 
 項⽬数 Mean SD 
RS レジリエントな特

徴の発揮 
VUP プレッシャー下

における脆弱性  

12 
 

8 

4.73 
 

3.04 

.84 
 

1.00 

 
 
 
 

表 10　DTLI の記述統計量 表 11　CREST の記述統計量

2. 指導者の変革型リーダーシップ行動と選手の
チームレジリエンスの関係について

　変革型リーダーシップ行動と選手のチームレジリ
エンスとの関係を検証するため，DTLI と CREST

間 で 相 関 分 析 を 実 施 し た． 表 1 に 示 す よ う に，
DTLI の全ての下位尺度と（RS）「レジリエントな
特徴の発揮」との間に有意な正の相関関係が認めら
れた（p<.01）．このことから指導者の変革型リー
ダーシップ行動の相関係数が高い場合は，チームの
レジリエントな特徴発揮の相関係数が高いことが示
された．また，DTLI の全ての下位尺度と（VUP）

「プレッシャー下における脆弱性」との間には有意
な負の相関関係が認められた（p<.01）．このこと
から指導者の変革型リーダーシップ行動の相関係数
が高い場合は，チームのプレッシャー下における脆
弱性の相関係数が低いことが示された．

　特に，DTLI の下位尺度 IM（r = − .32）， AGG（r =

− .33）と VUP の間（p<.01）で有意な負の相関関
係が認められたことから，指導者の変革型リーダー
シップ行動の中でも，特にモチベーションへの鼓
舞，グループ目標受け入れ・チームワークの促進の
相関係数が高い場合は，チームのプレッシャー下に
おける脆弱性の相関係数が低いことを示している．

Ⅳ．考察
　本研究の目的は，N 大学の強化指定クラブにお
ける指導者の変革型リーダーシップと選手のチーム
レジリエンスの関係性について調査することであっ
た．
　結果より，指導者の変革型リーダーシップ行動と
レジリエントな特徴の発揮との間に有意な正の相関
関係が明らかとなった．具体的には，指導者の変革
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型リーダーシップ行動の中でも，モチベーションへ
の鼓舞，思考力への刺激，グループ目標の受け入
れ・チームワークの促進の相関係数が高かった．こ
のことから指導者が選手に対して今後に向けてのビ
ジョンを構築し，明確に示した上で他者に刺激を与
えること，自身の活動に対する思い込みの見直し
や，自分のパフォーマンスについてもう一度考え直
すように提案するようなリーダーシップ行動を発揮
していくことが選手のレジリエンスの発揮に有効だ
と考えられる．さらに， 変革型リーダーシップ行動
が発揮されることにより，選手のプレッシャー下に
おける脆弱性の相関係数が低く出た．このことか
ら，変革型のリーダーシップ行動が発揮されること
により，プレッシャーがかかる状況の中でも選手は
前向きに物事を捉えることができ，困難な状況を乗
りこえることができたと考えられる．具体的には，
変革型リーダーシップ行動における思考力の刺激を
測定する質問項目の一つに「私の監督・HC は，困
難な状況において選手に新しいものの見方を示して
くれるよう促す」とある．前述のとおり，本研究の
結果ではこの思考力への刺激の相関係数が高かった
ことから，指導者がこの行動を困難な状況で発揮す
ることでチームのレジリエンスの発揮が促進される
ことを示している．
　また，指導者のリーダーシップ行動がチーム状態
に重要な影響を及ぼすことが多くの先行研究より指
摘されている．Morgan ら（2015）は，2003 年イ
ングランドラグビーユニオンワールドカップ優勝
チームを対象にチームレジリエンスの研究を行った
結果，以下のことを明らかにした．選手は，多くの
ストレス要因に遭遇しながらも，集合的な挫折を肯
定的に評価し，前進しようという意欲がありチーム
の目標を達成することができた．その要因の一つと
して，指導者の変革型リーダーシップを挙げてい
る．具体的には，ヘッドコーチは，選手に対して
様々なインスピレーションを与える方法を用いて
チームメンバーのモチベーション，モラル，パ
フォーマンスにポジティブな影響を与えた（Mor-

gan & Sarkar，2015）と述べている．この Mor-

gan ら（2015）の研究の対象は，イングランドの

トップチームを対象にしており，本研究においても
N 大学における強化指定クラブを対象にしている． 

国の代表レベルと大学レベルでは，カテゴリーが異
なるもののそれぞれの領域でトップを目指すという
部分では指導者及び練習環境等の選手を取り巻く環
境が同等に整えられていると考えられる．そのた
め，Morgan ら（2015）が述べたような状況が本
研究の調査対象のクラブでも起こっていたのではな
いかと考えられる．このことからも，指導者は選手
が前向きに挑戦していけるような言葉がけや，思考
へアプローチしていくことが，選手のレジリエンス
及びパフォーマンスの発揮につながることが示唆さ
れる．また，北川（2020）が大学ラグビーフット
ボールチームを対象に指導者の変革型リーダーシッ
プと選手のチームレジリエンスについて研究した結
果，指導者のリーダーシップとレジリエントな特徴
の発揮（RS）との間に正の相関関係があり，プレッ
シャー下における脆弱性（VUP）には負の有意な
関係が認められている．本研究においても，北川

（2020）の研究結果と同様な相関関係が得られた． 

このことからも，指導者の変革型のリーダーシップ
行動は，選手のレジリエントな特徴の発揮に有効で
あることが示された．しかし，本研究では指導者の
具体的な行動については明らかとされていない．し
たがって，今後の課題は選手に効果的な影響を与え
る指導者の変革型リーダーシップ行動とは何かを明
らかにすることであると考える．

Ⅴ．結論
　指導者の変革型リーダーシップ行動とチームレジ
リエンスの関係性の相関分析の結果，指導者の変革
型リーダーシップ行動が高い場合は，チームレジリ
エンスが高いことが明らかとなった．特に，指導者
の変革型リーダーシップ行動のうち，モチベーショ
ンへの鼓舞，思考力への刺激及びグループ目標受
入・チームワークの促進の相関係数が高い場合は，
チームのプレッシャー下における脆弱性の相関係数
が低いことが明らかとなった．
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Ⅵ．本研究の今後の課題
　本研究では，N 大学の強化指定クラブの選手を
対象に指導者の変革型リーダーシップ行動と選手の
チームレジリエンスについて検討した．その結果，
指導者の変革型リーダーシップ行動が選手のチーム
レジリエンスへ正の相関があることが明らかになっ
た．そのため，選手のチームレジリエンスを高める
ためには，指導者が選手一人ひとりのニーズを理解
し，困難な状況においても選手が前向きに適応して
いけるよう働きかけをすることが重要である．
　しかしながら，本研究においていくつかの課題が
認められる．実際に指導者のどのような行動が選手
から変革型のリーダーシップ行動と捉えられている
のか具体的な行動までは明らかとされていない． 

また，本研究の調査対象の大学数は N 大学の 1 大
学のみであり，データサンプリングの問題が考えら
れる．今後は，データサンプリングを全国化し，指
導者の変革型リーダーシップ行動が，何かを具体的
に明らかにする必要がある．また，近年のリーダー
シップ研究において，サーバントリーダーシップや
オーセンティックリーダーシップなど，様々なリー
ダーシップがフォロワーやチームに重要な影響を及
ぼすことが明らかにされている．そのため，それぞ
れのリーダーシップが及ぼす影響を整理しつつ，変
革型リーダーシップがチームレジリエンスに及ぼす
影響に関するさらなる研究を行っていくことが必要
であると考える．
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